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（様式２）　実行計画管理シート　

部・課 長寿社会部

2016(H28)年
度の取り組み

2016(H28)年度
市政運営方針

＜所信表明・市政運営方針での表現＞

施策目標等

2018(H30)年度
市政運営方針

これまでの取り組み
状況

包括的支援事業において市全域で取り組みを推進する各種事業（権利擁護事業、包括的･継続的ケアマネジメント
事業、介護予防事業等）の取り組みを推進するため、高齢者サポートセンター専門職部会で毎年実施計画を策定
し、計画に沿った取り組みを行っている。また、医療と介護の連携体制構築のため課題を抽出し、課題解決に向け
た検討を行うため医師会・歯科医師会・薬剤師会・各種介護サービス事業所連絡会を構成団体とする地域ケア推進
実務者連絡協議会を開催している。平成27年度から�自立支援に資するケアマネジメントを目的とした地域ケア会
議である自立支援型地域ケア会議を開催している。

保健・医療・介護・福祉等連携強化事業

○

取り組み状況

基本目標等

（関連施策目標等）

健やかに、生きがいを持って暮らせるまち
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(
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)

８　安心して適切な医療が受けられるまち

９　高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち

事業概要
（目的・内容等）

住み慣れた地域で高齢者が継続して在宅生活を送ることができる環境の整備を図るため、市全域での取り組み
と、地域での高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）を中心とした取り組みの有機的連携により、保健・
医療・介護・福祉・地域住民等の円滑な相互連携の強化を推進する。
【拡充】
　これまで市全体で実施している自立支援型地域ケア会議（ケアマネジメントの質の向上を目的とした多職種によ
る検討会議）を13圏域ごとに開催するよう拡充する。

地域包括ケア推進課

高齢者が安心して住み慣れた地域で暮らせるよう福祉や医療、介護、予防等を一体的に提供する地域包
括ケアシステムの構築に向けた取り組みを進める。

事業名 58

市
長
公
約
と
の
関
係

・高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）の専門職部会の開催件数：計48回（全体会議：12回、主任ケア
マネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保健師部会：12回）
・地域ケア推進実務者連絡協議会の開催件数：計15回（地域ケア実務者連絡協議会：2回、作業部会　認知症初期
集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携会議作業部会：12回）
・自立支援型地域ケア会議の開催件数：33回

所信表明

→推進
【拡充】
・自立支援型地域ケア会議を市内13圏域ごとに開催

・保健・医療・介護・福祉・地域住民等の連携強化に向けた取り組みの推進
【拡充】
・自立支援型地域ケア会議を市内3～4ブロックごとに開催

2017(H29)年度
市政運営方針

○
高齢者の個々の課題解決に向けたケアマネジメントの質の向上を図るため、医療や介護の専門職などの
職員による自立支援型地域ケア会議を市内４ブロックに分けて開催し、平成29年度に�福祉行政拠点を
設置している13圏域ごとの開催をめざす。

３　誰もがいつまでも健康に暮らせるまちをつくる

３　市民の健康増進や地域医療の充実を図る

３　安心して適切な医療が受けられるまち

総
合
計
画
と
の
関
係

（関連施策目標等）

4つの重点的に進める
施策との関係

基本目標

施策目標

総

合
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と

の

関

係



千円 （建設経費 千円 , 用地費 千円 ）

H31指標名 H26

自立支援型地域ケア会議の開催数

指標名

指標の説明

自立支援型地域ケア会議の開催件数

指標の説明

高齢者サポートセンター（地域包括支援セン
ター）の専門職部会の開催件数

H30

単位H26 H29
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標
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）

目標値(H31)

単位

52

H31H29

回

平成28年度　自立支援型地域ケア会議：33回

H26 H27

11

H31

施策指標

0整備事業の場合の総事業費 00

68

事業費（決算ベース）

指標の説明

目標値(H31)

指標名 施策指標

H28

― 12 33
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標
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（
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）

H30H27 H28

2019(H31)年
度の取り組み
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4848

H29

今後の対応
地域での高齢者サポートセンター（地域包括支援センター）を中心とした取り組みの有機的連携の蓄積により、そ
れぞれの地域の実情に応じた各専門職アドバイザーの確保が可能となる。

課題
多職種による検討会議を行う際、専門知識だけでなく地域の環境や生活様態、地域資源や各種サービスなど高齢
者の在宅生活をイメージした上で助言できる各専門職アドバイザーの確保が課題である。

→推進
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指標の説明

地域ケア推進実務者連絡協議会、作業部会
の開催件数

①地域ケア実務者連絡協議会：2回
②作業部会　認知症初期集中支援チーム検討部会：1回、多職種連携会議作業部会：12回

48

指標名

指
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の

実
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（
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）

H28

目標値(H31)H27

専門職部会の開催件数

全体会議：12回、主任ケアマネ部会：12回、社会福祉士部会：12回、保健師部会：12回　　計
48回

H31H30 目標値(H31) 単位

地域ケア推進実務者連絡協議会の開
催件数

1 15 回11

48 回

備考

実

績

(

評

価

)

H28 H29 単位H30

H26

60

2017(H29)年度

達成状況（実行計画） ○：達成に向けて進行・継続中

単位：千円

年度 事業費総額 国庫支出 府支出金 起債 受益者負担 その他 一般財源

2016(H28)年度 309 121 60

2019(H31)年度 0

2018(H30)年度 0

達成状況（市長公約）○：達成に向けて進行・継続中

関連指標
施策指標

H27

0


